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１．研究開発の目的  

癌の増殖には、Ras、c-Myc などの癌遺伝子が極めて重要な役割を果たすが、既存の抗体医薬、低分子

化合物ではこれらの癌遺伝子の作用を完全に阻害できないため、新たなイノベーションが必要である。これ

らの問題を解決するためには、抗腫瘍効果を持つ物質を如何に病変部に効率良く、安定に到達させるかに

ある。本研究では患者の侵襲性を考慮し、患者自身の末梢血由来 T 細胞の培養を行い、エキソソームを単

離する。このエキソソームが癌細胞に特異的な分子標的治療のためのデリバリーシステムとして利用可能

となるための加工法を開発する。本研究成果により癌細胞特異的にターゲティングする新規癌治療法の開

発を目指す。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

目標： 

癌への特異性を付加したT細胞由来のエキソソームによるドラックデリバリーシステムを確立し、癌の新

規分子標的治療法を開発する 

患者由来の T細胞培養上清からエキソソームを単離し、癌細胞へ親和性を高める開発を行う。 

実施内容： 

  T 細胞由来エキソソームへの効率的miRNA 導入法の開発 

 標的の癌細胞に高い特異性で効率よくエキソソームを取り込ませる技術の開発 

  癌増殖抑制効果の最も高い、エキソソーム内部に導入するmiRNA の種類と組み合わせの探索 

  大量の T細胞培養上清からエキソソームの効率よく安価に精製する方法の検討 

簡便なエキソソームの定量法の開発 

  T 細胞の培養上清中に高濃度にエキソソームを産生させる培養法の確立 

達成度： 

エキソソームへの効率的 miRNA の導入法及び癌増殖抑制効果の最も高いエキソソームの探索は行え

なかったが（達成度 0%）、エキソソームと癌細胞との特異性を表面分子親和性ペプチドで修飾することによ

って高め、癌の新規分子標的治療法としてのデリバリーシステムを開発した（80％）。エキソソームを高産

生する培養条件（70％）、精製法（60％）及びエキソソームの定量法（100％）を確立した。 

 

②今後の展開 

デリバリーシステムのためのエキソソームの単離、大量精製法の検討と癌細胞に対する抑制効果（核

酸・抗癌剤等）を保有するエキソソームの作成を検討する。 

 

３．総合所見 



一定の成果が得られており、イノベーション創出の可能性が期待される。 

エキソソームの高生産培養技術、単離、精製技術および分析技術は、目標を概ね達成し、エキソソーム

をがん細胞に送達するためのペプチド鎖開発の可能性が得られた。しかし、制がん効果発現のmiRNAの特

定とエキソソームへの導入が未達であり、本研究ストラテジーの評価に至っていない。 

本研究は、エキソソームを癌患者へのテーラーメード miRNA DDS キャリアとして用いる基礎段階の研究

ではあるが、イノベーション性は大いにあると思われ、今後の研究進捗に期待したい。

 


